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本市の近世史・近代史を知る上で、重要な歴史遺産の一つとして貞山運河があげ 

られます。 

 今回の展示は、貞山運河の歴史と運河に関わった人々のくらしを紹介すること 

により、貞山運河の歴史的遺産としての価値を再認識し、これからの市民生活と 

の関わりについて考える機会とします。さらに、東日本大震災で被害を受けた文 

化財の保護・保存を図ることも目的としています。 

記 

開催期間：平成２５年１２月２１日（土）～平成２６年３月２３日（日） 

開館時間：午前９時～午後４時３０分 

展示会場：多賀城市埋蔵文化財調査センター体験館(多賀城史遊館）展示室２ 

内  容：【第１部】貞山運河の歴史 

１ 御舟入堀の開削 ２ 貞山運河の完成 ３ 貞山運河と仙台港 

【第２部】貞山運河と人々のくらし  

１ 明治～大正の頃 ２ 昭和の頃 

【第３部】震災からの復興 

１ 震災の被害 ２ くらしと復旧 ３ 貞山運河復旧の意義と活用 

展 示 品：展示解説パネル・写真パネル等 約７０枚 

     貞山運河に関連する漁具や文書等の資料 約２０点 

■このことについての問い合わせは・・・ 

多賀城市埋蔵文化財調査センター 

電話３６８－０１３４ 

多賀城市からのお知らせ

第４回みぢかな文化財展 

「貞山運河の昔と今」― 運河の歴史と人々のくらし ―


